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盗掘から高山植物を守ろう

w瀞“…。

北海 上げ
,剰露三・..、

匡主雪輩碧篁薑篁生．
事務局長小沢典夫

近
年
、
北
海
道
の
各
地
で
高
山
植
物
な

ど
の
盗
掘
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
は
、
ア
ポ
イ
岳
と
夕
張
岳
で

大
量
盗
掘
事
件
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
危

機
感
を
持
っ
た
市
民
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と

な
っ
て
、
本
年
三
月
一
五
日
、
札
幌
で

「
高
山
植
物
保
護
と
盗
掘
防
止
の
た
め
の

全
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
紙
五
九
号

で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
道
内
各

地
の
自
然
保
護
・
山
岳
関
係
団
体
の
ほ
か
、

関
係
行
政
機
関
、
一
般
市
民
を
含
め
二
三

○
人
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
こ
の
問
題
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
の
で
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、
盗
掘
防
止
の
た
め
の
監

視
強
化
、
道
民
及
び
登
山
者
等
の
意
識
啓

発
、
条
例
制
定
を
含
む
一
層
の
対
策
推
進

と
い
っ
た
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
一
回
き
り
の
行
事
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
成
果
を

さ
ら
に
発
展
・
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

各
地
の
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
全
道
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
準
備
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ま
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
と
な
る
委

員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
五
月
二

八
日
、
「
北
海
道
高
山
植
物
盗
掘
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
立
ち
上
げ
を
記
者
発

表
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的

に
賛
同
し
、
道
内
各
地
で
盗
掘
防
止
の
た

め
の
様
々
な
活
動
を
行
う
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
参
加
団
体
」
に
よ
り
支
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
盗
掘
防
止
の
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
、
登
山
や
自
然
観
察
の
際
の
呼
び
か
け
、

あ
る
い
は
会
員
メ
ン
バ
ー
へ
の
情
報
提
供

と
い
っ
た
諸
活
動
を
行
う
自
然
保
護
グ

ル
ー
プ
、
山
岳
関
係
団
体
な
ど
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
は
、
七
月
二

○
日
現
在
、
三
七
団
体
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
参
加
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
中
で
す
。
ご
関
心
の
あ
る
団

体
は
、
事
務
局
の
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
電
話
○
二
’
七
三
六
’
三
一

六
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

盗
掘
、
す
な
わ
ち
植
物
の
違
法
な
採
取

に
対
し
て
は
、
第
一
義
的
に
行
政
当
局
が

必
要
な
監
視
や
保
護
対
策
の
強
化
を
図
る

べ
き
で
す
が
、
北
海
道
の
自
然
を
愛
す
る

市
民
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
、
こ
の
事
態
を

放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
道
内
各
地
の
市
民
グ
ル
ー
プ

が
力
を
合
わ
せ
、
高
山
植
物
な
ど
貴
重
な

植
物
を
盗
掘
か
ら
守
っ
て
い
こ
う
、
と
い

う
運
動
が
「
北
海
道
高
山
植
物
盗
掘
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
旗
振

り
役
を
つ
と
め
る
の
が
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
委
員
会
」
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
は
、
小
野
有
五
・

北
大
教
授
を
委
員
長
と
し
て
、
有
志
団
体

の
代
表
者
と
関
係
分
野
の
専
門
家
二
十
人

余
り
で
組
織
さ
れ
、
①
高
山
植
物
盗
掘
防

止
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、

各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
を
応
援

し
た
り
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
の

声
を
集
め
て
、
全
道
的
な
普
及
啓
発
の
活

動
や
、
道
庁
そ
の
他
関
係
機
関
へ
の
提
言
・

要
請
を
行
う
、
と
い
っ
た
仕
事
を
し
て
い

き
ま
す
。

三
月
の
高
山
植
物
盗
掘
防
止
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
以
降
、
私
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
関
係

行
政
機
関
で
も
い
く
つ
か
の
取
組
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
営
林
局
は
、
こ
の
四
月
、
国
有

林
で
あ
る
夕
張
岳
で
登
山
道
の
保
護
さ
く

や
木
道
設
置
な
ど
の
緊
急
対
策
を
本
格
実

施
す
る
、
と
発
表
し
ま
し
た
。

北
海
道
庁
は
、
六
月
か
ら
、
礼
文
島
、

ネ

北海道庁・空知支庁等による高山植物盗掘防止キャンペーン
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北
海
道
知
事
堀
達
也
殿

高
山
植
物
な
ど
の
盗
掘
防
止
と
保
護
対

策
の
推
進
に
関
す
る
要
請
書

（
前
文
略
）

１
高
山
植
物
な
ど
を
違
法
な
盗
掘
か
ら
守

り
、
貴
重
な
自
然
遺
産
と
し
て
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
行
政
の
重
要
な
責
務
で

あ
る
の
で
、
貴
庁
を
始
め
関
係
行
政
機
関

が
中
心
と
な
り
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の
参
加
・

協
力
も
得
る
形
で
、
盗
掘
防
止
の
監
視
体

制
と
、
実
効
あ
る
道
民
お
よ
び
登
山
者
等

へ
の
意
織
啓
発
対
策
を
充
実
・
強
化
す
る

ア
ポ
イ
岳
、
夕
張
岳
お
よ
び
大
雪
山
を
重

点
地
域
と
し
、
道
警
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
連

携
し
て
の
監
視
や
、
盗
掘
防
止
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
高

支
庁
と
地
元
町
で
組
織
す
る
ア
ポ
イ
岳
保

全
対
策
協
議
会
は
、
今
年
の
夏
山
シ
ー
ズ

ン
か
ら
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に

よ
る
登
山
者
へ
の
普
及
啓
発
を
開
始
し
ま

し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
と
し
て
は
、
こ

の
よ
う
な
行
政
の
取
組
を
基
本
的
に
歓
迎

し
つ
つ
も
、
な
お
一
層
の
対
策
強
化
を
求

め
る
べ
く
、
六
月
二
四
日
付
け
で
北
海
道

知
事
、
北
海
道
営
林
局
、
環
境
庁
に
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
運
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
道
知
事
あ

て
の
要
請
事
項
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
も
ち
ろ
ん
行
政
機

関
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
道
南
の
大
千
軒
岳
で
自
主
的

な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
続
け
て
い
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
、
山
歩
集
団
．
青
い

山
脈
は
、
去
る
六
月
二
七
日
に
、
大
千
軒

岳
高
山
植
物
盗
掘
防
止
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
幸
い
渡
島
支
庁
、

営
林
署
、
地
元
町
な
ど
の
参
加
も
得
ら
れ
、

今
後
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
盗
掘
防

止
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
市
民
グ
ル
ー
プ
と
行
政
と

の
連
携
が
重
要
な
地
域
ご
と
に
取
ら
れ
、

根
づ
い
て
い
く
こ
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

一
」
上
」
。

２
今
年
の
夏
か
ら
ア
ポ
イ
岳
で
開
始
さ
れ

る
よ
う
な
、
行
政
と
市
民
の
連
携
に
よ
る

登
山
者
へ
の
啓
発
と
指
導
の
枠
組
み
が
、

他
の
地
域
・
支
庁
に
も
拡
大
し
て
整
え
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
北
海
道
の
植
物
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

を
早
急
に
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
基
づ
き
、
貴
重
な
植
物
に
つ
い
て
、

適
切
な
流
通
規
制
の
導
入
を
含
む
保
護
対

策
の
抜
本
的
強
化
を
図
る
こ
と
。

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
参
加
団
体
の

募
集
と
盗
掘
防

止
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
提
供

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
輪
を
拡
げ

る
た
め
に
、
道

内
各
地
で
盗
掘

防
止
に
関
連
す

る
活
動
を
行
う

諸
団
体
を
ネ
ッ

、
不
ツ
ト
ワ
ー

ク
委
員
会
は
、

六
月
一
三
日
開

催
の
第
一
回
会

議
に
お
い
て
、

今
年
度
、
次
の

活
動
を
行
っ
て

い
く
と
い
う
計

画
を
決
定
し
ま

し
た
。 今

北
海
道
庁
・
空
知
支
庁
等
に
よ
る
盗
掘
現
場
検
証

一
九
九
八
・
七
・
四
夕
張
岳
一
四
○
○
ｍ
湿
原

ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
と
し
て
募
る
と
と
も

に
、
委
員
会
が
作
成
し
た
「
市
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
高
山
植
物
盗
掘
防
止
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
兜
」
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
植
物
の
採
取
等
を
規
制
す
る
法
令

の
解
説
、
盗
掘
発
見
時
の
取
締
り
当
局
へ

の
通
報
を
含
む
対
応
方
法
な
ど
を
ま
と
め
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②
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
た
盗
掘
防
止
活

動
の
促
進
と
、
成
果
等
の
集
約

各
地
の
市
民
グ
ル
ー
プ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
参
加
団
体
）
お
よ
び
関
係
行
政
機
関
の

協
力
を
得
て
、
道
内
各
地
で
監
視
と
普
及

た
、
盗
掘
防
止
活
動
を
行
う
市
民
グ
ル
ー

プ
の
た
め
の
手
引
き
書
で
す
。

市民グループによる

高山植物盗掘防止ハンドブック98

③
高
山
植
物
な
ど
の
保
瞳
対
策
に
関
す
る

鯛
査
検
肘

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
得
ら
れ
た
盗
掘

実
態
や
植
物
被
害
な
ど
の
情
報
を
整
理
し

啓
発
な
ど
の
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、

発
見
さ
れ
た
盗
掘
事
例
な
ど
の
情
報
を
収

集
し
ま
す
。

野

④
高
山
植
物
の
保
護
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催

つ
つ
、
高
山
植
物
保
護
の
た
め
の
条
例
そ

の
他
の
保
護
対
策
に
つ
い
て
調
査
検
討
を

進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
随
時
、
公

表
す
る
と
と
も
に
、
道
庁
な
ど
関
係
機
関

へ
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

1998年5月

北海道高山植物盗掘防止ネットワーク委員会

ネットワーク委員会が作った「盗掘防止ハンドブック」

北
海
道
で
の
活
動
を
全
国
に
伝
え
、
取

組
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
山
岳

会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
九
月
二
三
日
、

東
京
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
一
九
九
八
年
度
の
活
動
を
総
括

し
、
九
九
年
度
に
向
け
道
民
へ
の
啓
発
、

関
係
機
関
の
取
組
強
化
を
促
す
た
め
に
、

来
年
の
春
§
札
幌
で
第
二
回
目
の
全
道
シ

ン
ポ
を
開
催
し
ま
す
。

北
海
道
高
山
植
物
盗
掘
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

〒
○
六
○
’
○
八
○
七

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
五
丁
目

ス
ト
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
七
○
四

自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
一
一
’
七
三
六
’
三
一
六
五

北
海
道
盗
掘
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
は
今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
盗
掘

問
題
の
根
っ
こ
は
意
外
と
深
く
、
北
海
道

の
貴
重
な
自
然
遺
産
で
あ
る
高
山
植
物
な

ど
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
よ
り
多
く
の
人

た
ち
の
協
力
と
、
多
面
的
な
取
組
が
必
要

で
す
。

各
方
面
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
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｢道道士幌然別湖線の整備に関する道民意識調査」を解析する

－3町対象の調査票を基本にして一

今
回
、
北
海
道
が
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
の
見
直
し
事
業
の
一
つ
「
道
道
士
幌

然
別
湖
線
（
以
下
士
幌
高
原
道
路
）
の
整

備
」
に
関
す
る
検
討
事
項
と
し
て
実
施
し

た
「
ニ
ー
ズ
調
査
二
住
民
意
識
調
査
」
は
、

調
査
の
試
み
自
体
に
は
賛
成
だ
が
、
残
念

な
が
ら
内
容
に
は
問
題
あ
り
と
せ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
、
そ
の
問
題
点
を
掲
げ
て

み
る
。

私
た
ち
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
立
案
す
る
に

当
た
り
、
設
問
内
容
を
公
開
し
て
、
自
然

保
護
団
体
な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
進
め
る
よ
う
北
海
道
に
求
め
て
い
た
が
、

容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
検
討
委
員

会
の
旧
土
木
部
の
み
が
立
案
す
る
こ
と
に

も
異
議
を
申
し
立
て
た
が
、
政
策
室
、
環

境
部
の
回
答
は
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
私
た
ち
が
危
倶
し
た
通
り
後
述

の
よ
う
な
、
欠
陥
の
多
い
、
推
進
誘
導
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
公
平
を
期
し
た
「
再
評
価
す

る
た
め
の
参
考
資
料
」
と
は
な
り
え
な
い
。

総
体
的
に
、
建
設
部
の
「
自
然
に
や
さ
し

い
道
づ
く
り
」
に
沿
っ
た
設
問
が
多
い
が
、

重
要
事
項
を
省
き
問
題
点
を
回
避
し
た
り
、

意
図
的
誘
導
を
し
た
り
し
て
い
る
。
問
う

必
要
の
な
い
設
問
が
あ
っ
た
り
視
点
が
ぼ

〔
は
じ
め
に
〕

や
け
て
定
ま
ら
な
い
、
考
え
さ
せ
る
た
め

の
材
料
提
供
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
い
。

「
士
幌
高
原
道
路
問
題
」
で
は
、
国
立

公
園
内
に
車
道
を
通
す
こ
と
が
是
か
非
か

と
い
う
こ
と
が
争
点
と
な
っ
て
お
り
、
中

断
さ
れ
て
い
た
道
路
工
事
の
再
開
が
是
か

非
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

推
進
の
立
場
で
道
路
計
画
を
進
め
て
き

た
北
海
道
は
、
「
自
然
に
や
さ
し
い
道
づ

く
り
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
基
に
三

町
住
民
説
明
会
を
催
し
て
以
来
、
本
当
に

「
や
さ
し
ど
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
っ

て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
道
路
の
「
必
要
性
」
が

問
題
に
さ
れ
、
「
自
然
環
境
へ
の
影
響
」

の
問
題
と
対
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
上
で
、
工
事
再
開
が
妥
当
な
の
か
ど

う
か
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
す
る
論
争
は
、
推
進
派
、
反
対

派
さ
ま
ざ
ま
の
意
見
が
あ
る
が
、
争
点
を

的
確
に
拾
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
、
公
平
な

住
民
意
識
調
査
と
は
な
ら
な
い
。

１
士
幌
高
原
道
路
問
題
で
は
、
「
国
立

〔
道
民
意
識
調
査
の
観
点
〕

〔
問
題
点
〕

(6）



公
園
内
に
自
動
車
道
路
を
通
す
こ
と
」
の

是
非
、
「
工
事
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
影

響
」
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
こ

の
点
を
避
け
た
の
は
意
図
的
と
し
か
思
わ

れ
な
い
。

２
「
自
然
環
境
の
価
値
」
を
問
う
設
問

が
後
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
順
序
が
逆
で

あ
る
。

３
「
自
然
環
境
」
の
設
問
は
、
道
路
完

成
後
の
こ
と
に
つ
い
て
の
み
で
「
工
事
完

成
」
の
下
地
作
り
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

４
「
工
事
再
開
の
是
非
」
は
二
者
択
一

の
は
ず
。
賛
否
を
問
え
ば
よ
い
の
に
漠
然

と
さ
せ
て
い
る
。

５
道
の
政
策
室
や
環
境
部
の
関
与
が
感

じ
ら
れ
な
い
設
問
と
な
っ
て
い
る
。
も
と

も
と
推
進
の
立
場
に
あ
っ
た
建
設
部
や
土

現
の
立
案
任
せ
で
あ
る
た
め
、
「
自
然
に

や
さ
し
い
道
づ
く
り
」
の
追
認
を
せ
ま
る

よ
う
な
設
問
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く

印
象
づ
け
ら
れ
た
。

６
既
存
の
道
路
と
の
関
連
が
設
問
に
な

い
こ
と
は
重
大
な
欠
陥
で
あ
り
、
目
隠
し

の
作
為
と
し
か
思
え
な
い
。

７
道
路
の
「
必
要
性
」
に
関
す
る
環
境

庁
審
議
会
林
談
話
や
「
然
別
湖
周
辺
の
自

然
」
に
関
す
る
「
北
海
道
自
然
環
境
保
全

指
針
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
全
く
な
い
。

こ
の
点
は
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
北
海
道

の
一
貫
し
た
態
度
で
も
あ
っ
て
、
改
ま
ら

な
い
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
問
９
全
く
無
意
味
な
設
問
。
意
図

的
誘
導
と
な
る
設
問
。

〔
設
問
ご
と
の
具
体
的
問
題
点
〕
問
加
「
開
通
し
た
場
合
」
「
ま
ち

の
活
性
化
方
策
と
し
て
と
り

図
既
存
道
路
の
名
称
表
示
ｌ
道
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ

道
鹿
追
糖
平
線
が
欠
け
て
る
が
「
開
通
」
が
「
活
性
化

い
る
。
方
策
」
に
役
立
つ
こ
と
を
示

問
１
～
２
関
係
な
い
設
問
。
削
除
す
唆
し
て
意
図
的
誘
導
と
な
る

べ
き
。
設
問
。

問
６
～
９
具
体
的
争
点
を
あ
げ
た
設
問
問
胆
住
民
な
ら
「
地
域
の
交
流
」

を
す
べ
き
で
あ
る
。

「
地
域
の
活
性
化
」
を
望
ま

問
８
「
開
通
し
た
場
合
」
を
設
定
な
い
も
の
が
い
る
わ
け
が
な

す
る
な
ら
、
「
廃
止
し
た
場
い
。
そ
の
た
め
に
「
高
原
道

合
も
設
定
な
く
て
は
公
平
で
路
」
が
必
要
だ
と
誘
導
す
る

な
？
、
な
る
。
こ
と
に
な
る
。

「
沿
線
環
境
に
、
影
響
を
」
「
活
性
化
」
は
「
保
護
」
と

「
自
然
環
境
に
影
響
を
」
と
対
置
さ
せ
て
問
う
と
き
は
じ

い
う
項
目
が
あ
る
が
、
④
め
て
道
路
問
題
の
意
味
を

「
大
気
や
騒
音
、
振
動
」
と
も
つ
。

⑤
「
観
光
客
の
増
加
な
ど
」
問
過
～
喝
「
格
差
」
を
た
ず
ね
る
こ
と

を
原
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
は
直
接
こ
の
問
題
に
関
係
が

だ
け
で
、
「
開
通
工
事
」
そ
な
い
。
「
格
差
」
を
前
提
と

の
も
の
が
影
響
を
与
え
る
か
し
て
「
利
便
性
」
を
引
き
出

ど
う
か
を
た
ず
ね
る
こ
と
な
し
「
道
路
の
活
用
」
へ
誘
導

く
、
こ
の
問
題
を
避
け
て
し
て
い
る
。
「
格
差
」
は
個

い
る
。
性
と
し
て
生
か
す
こ
と
も
で

⑥
⑦
は
「
や
さ
し
い
道
づ
く
き
る
。

り
」
の
「
民
生
の
安
定
」
に
問
Ⅳ
後
回
し
に
し
て
「
自
然
の
価

誘
導
す
る
設
問
と
な
っ
て
値
」
の
印
象
を
薄
め
て
い
る
。

い
る
。
ま
ず
最
初
の
方
に
も
っ
て
い

問
肥

く
べ
き
。
前
文
で
も
触
れ
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
十
勝
票
で
は
、
「
然
別
湖

周
辺
」
で
な
く
、
問
賜
で

「
あ
な
た
の
ま
ち
」
と
な
っ

て
い
る
、
十
勝
の
住
民
が

「
然
別
湖
周
辺
の
自
然
環
境
」

に
無
関
係
で
判
断
で
き
な
い

と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
国

民
全
体
が
判
断
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
）

直
接
関
係
な
い
設
問
。

･
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｢道道士幌然別湖線の整備」

調査

に関する道民意識調査
孟
一
卒

ご記入にあたってのお願い

①封筒の宛名のご本人がご記入ください。

②回答は、あてはまる番号を選んで○印を付けてください。

③回答が、 「その他」にあてはまる場合は、お手数ですが（

その内容をお書きください。

④回答していただく方が限られる質問があります。

（ ）内の指示をよく読んでそれに沿ってご回答ください。

）内に、なるべく具体的に

調査票の返送と調査についてのお問い合わせ

調査票にご記入いただきましたら、恐縮ですが、同封の返信用封筒（切手不要）にて、

8月10日（月） までにご投函ください。
なお、この調査についてのお問い合わせは、次のところまでお願いいたします。

北海道建設部道路計画課電話：011-231-4111 内線29-221

今あなたは、 「あなたのまちのくらしやすさ」にどの程度満足していますか。印象で結構です

のでお答えください。

非 か や どい そ あ 全 わ
ちえ か

徹 な らな れ ま ら
とい な

に り や も 程 り く い

かわいなら

問1

８5 6 7 8

満足していない

1 2 3

満足している

4

あなたは、いま住んでいるまちにこれからも住み続けたいと思いますか。

1．住み続けたい 3．道外のどこかに移りたい

2．道内のどこかに移りたい 4．わからない

問2

あなたは、北海道が実施している「時のアセスメント」という施策を再評価する制度をご存知

ですか。

1．揃っている 2．今回初めて知った

あなたは、士幌高原道路をめぐって様々な議論がされていることをご存知ですか。

1．知っている 2．今回初めて知った→問12へお進みください

問3

問4

(8）



（問5～問11は、問4で「1.知っている」と回答した方のみお答えください）

問5士幌高原道路に関する議誇はどのようなことを通じてお知りになりましたか。いくつでも結構

ですので、該当するものに○を付けてください。

1．新聞 2．雑誌 3．テレビ ．‐ 4． まちや道の広報

5．討誇会等へ参加6．その他（ ）

あなたはそれを通じて議鎗の争点がどのようなことが分かりましたか。

非 か や どい そ あ 全
常 ちえ
に な らな れ ま
良 とい
く り や も 程 り く

問6

1 2 3 4 5 6

分かった

あなたは士幌高原道路の議論について関心がありますか。

非 か や どい そ あ
ちえ

常 な らな れ ま
とい

に り や も 程 り

7

分からない

問7

全

＜

1 2 3

ある

5 6 7

ない

4

全 謎

…
唖

蕊

問8士幌高原道路が開通した場合、あなたは次のような変化があると思いますか。

問9 あなたは､あなたのまちが地域の活性化のために､士幌高原道路を活用することを考えて､色々

なことを実施してきたと思いますか。

非 か や どい そ あ 全 わ
ちえ か

常 な らな れ ま ら
とい な

に り や も 程 り く い

21

思う

3 4 5 6 7

思わない

8

(9）

非
常
に
思
う

か
な
り
思
う

や
や
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

そ
れ
程
思
わ
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

全
く
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

①まちを訪れる観光客力婚加すると思いますか。 1 2 3 4 5 6 7 8

②地域の農業を中心とする産業や商業などの分野で､売り上げが増加すると恩
いますか。

1 2 3 4 5 6 7 8

③交通事故力婚加すると思いますか。 1 2 3 4 5 6 7 8

④大気や騒音､振動などの沿道環境に影騨を与えると思いますか。 1 2 3 4 5 6 7 8

⑤観光客の増加などが､然別湖周辺の自然環境に影辱を与えると思いますか。 1 2 3 4 5 6 7 8

⑥然別湖畔の住民や観光客にとって､緊急時の安心感が大きくなると思いますか。 1 2 3 4 5 6 7 8

⑦然別湖畔の住民にとって､他の地域との交流機会力贈えると思いますか。 1 2 3 4 5 6 7 8



五
月
二
十
七
、
八
の
両
日
、
ナ
キ
ウ

サ
ギ
裁
判
を
支
援
す
る
会
代
表
の
石
城

謙
吉
先
生
と
行
動
を
共
に
す
る
幸
運
に

恵
ま
れ
た
。

先
生
は
今
年
定
年
退
官
さ
れ
た
が
、

こ
れ
か
ら
北
海
道
の
自
然
を
自
分
の
足

で
確
か
め
る
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る

と
「
支
援
す
る
会
ニ
ュ
ー
ス
」
に
書
い

て
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
号
に
然
別
湖
周

辺
、
特
に
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
関
わ
る
ポ

イ
ン
ト
を
見
る
こ
と
に
し
て
は
と
い
う

こ
と
で
先
生
に
打
診
、
快
諾
を
頂
い
た

と
い
う
こ
と
だ
。

参
加
し
た
人
々
は
計
九
名
。
一
泊
し

た
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ら
に

三
名
が
加
わ
り
、
話
に
花
が
咲
い
て
、

時
間
が
過
ぎ
て
い
く
の
が
惜
し
い
よ
う

な
一
夜
を
過
ご
し
た
。

翌
日
は
朝
か
ら
精
力
的
な
行
動
が
始

ま
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
予
定
地
付

近
、
千
畳
崩
れ
、
白
樺
峠
、
東
ヌ
プ
カ

ウ
シ
ヌ
ブ
リ
、
最
後
に
ト
ン
ネ
ル
始
点

予
定
地
と
ヌ
プ
カ
の
里
。
よ
く
晴
れ
た

黒
テ
ン
が
ナ
キ
ウ
サ
ギ
を
襲
う

日
で
、
重
苦
し
い
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら

も
快
調
に
歩
い
た
。

「
聖
域
」
を
侵
す
こ
と
を
心
の
中
で
詫

び
な
が
ら
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
地
の
一
つ

を
見
に
行
っ
た
。
そ
の
帰
途
、
我
々
と
並

行
し
て
左
側
の
沢
筋
を
一
匹
の
黒
テ
ン
が

見
え
隠
れ
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
の
を
発

見
し
た
。
目
を
凝
ら
し
て
見
て
い
る
と
何

か
を
狙
う
姿
勢
を
取
り
始
め
た
。
そ
の
視

線
の
先
に
は
な
ん
と
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
い
た

の
だ
。い

き
な
り
強
靭
で
柔
軟
な
体
が
跳
躍
し

標
的
に
襲
い
か
か
っ
た
。
だ
が
、
ど
う
や

ら
何
分
の
１
秒
か
の
差
で
獲
物
に
は
逃
げ

ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
小
さ
く
て
も
肉
食

獣
の
狩
り
の
場
面
は
棲
憶
な
迫
力
が

あ
っ
た
。

道
端
に
１
ｍ
ほ
ど
の
貧
弱
な
ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
が
あ
っ
た
。
一
見
、
幼
木
の
よ
う
に

見
え
た
。
及
川
さ
ん
が
樹
齢
を
数
え
て
み

る
と
驚
い
た
こ
と
に
約
五
十
年
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
厳
し
い
環
境
の
下
で
生

き
抜
い
て
来
た
姿
だ
と
思
っ
た
ら
何
と
な

小
樽
市
田
中
晴
夫

（
ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判
原
告
団
）

く
尊
く
有
り
難
い
も
の
の
よ
う
な
気
が
し

た
。
佐
藤
謙
先
生
の
綿
密
な
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
希
少
な
「
風
穴
地
帯
」

の
一
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
一
面
も
あ
る

の
だ
と
思
っ
た
。

最
後
に
ヌ
プ
カ
の
里
へ
行
っ
た
が
、
傷

跡
深
い
観
光
開
発
の
現
場
を
見
た
時
、
恐

ら
く
先
生
の
胸
中
に
憤
り
と
も
悲
し
み
と

も
つ
か
ぬ
思
い
が
溢
れ
、
そ
れ
が
我
々
に

直
に
伝
わ
っ
て
き
て
、
参
加
者
一
同
は
清

澄
な
十
勝
平
野
の
大
気
の
中
で
莊
然
と
立

ち
つ
く
し
た
。
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ど蕾娩.難藤白禰皐窪繍蕩二9溌会 ～:
ところ；北海道鯛員ｾ渉一札幌志中央区献通西,2丁目伽,-27,‐36訂

資料代509 Ig

〔第1部〕

＝現地からの報告＝
1 大雪山国立公園士幌高原道路・及川裕(十勝自然保穫協会）
2千歳川放水路・葉山政治(ｳﾄﾅｲ湖ｻﾝｸﾁﾕｱﾘ）※予定

3松倉川ダム・中尾繁 （南北海道自然保護協会)※予定

4サンルダム・滝川康治(｢ｻﾝﾙダﾑ建設を考える集い｣実行委員会）

5大規模林道・寺島一男（大雪と石狩の自然を守る会）

…周一…＝､…幸一……里鈍一霊一睡応-章智種 .､率§全轟u

〔第2部〕

＝ムダな公共事業＝
ディスカッション
石城謙吉北大名誉教授

鰯 憲卿、

蕊
遼堅X竺ゞ ノ

､ . ‘ .･- -- .__』里_._ _ﾕ､ ‘ﾛ 凸‘?…

主 ・催・北海道の公共事業を考える実行委員会

問い合わせ・北海道自然保護協会’011-251-54も5
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『大雪山の

ナキウサギ裁判』
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大雪山のナキウサギ裁判を

支援する会編

定価2,400円十消費税

お申し込み先

札幌市北区あいの里

2条1丁目10-3

神原方

大雪山のナキウサギ裁判を支援する会

@FAXO11-774-5423
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営業時間/A､M・10:00～P.M,7:00

定休日／毎週月曜日

札幌本店

白石店

旭川店

札幌市北区北12条西3丁目缶(011)726-1235

札幌市白石区本通り1丁目南含(011)860-1111

旭川市忠和5条4丁目缶(0166)61-1930

（専用駐車場完備）

(12）


